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令和 ３年 宮ヶ瀬レイクサイドエフエム放送機構株式会社 CFM ３月 
 

 

第４９回 放送番組審議会議事録 
 

１ 開催年月日 ２０２１年（令和 ３年） ３月２４日 
  

２ 開催場所 〒２４３－０１１１ 神奈川県愛甲郡清川村宮ヶ瀬９４０番地の２５ 

宮ヶ瀬レイクサイドエフエム放送機構株式会社 本社 
  

３ 委員出席 委員総数 ５名   出席委員数 ３名 
  

 （１） 出席委員の氏名 藤田義友 朝倉英明 鈴木貴子 
  

 （２） 欠席委員の氏名 山本善男 山口洋子 
  

 （３） 放送事業者側出席者名 放送事業者 代表取締役社長 朝倉徳男 

取締役 放送局長 志村寧子 

 

４ 議事（審議内容） 

第１議案 「清川まるごとナビについて」について 

審議委員より、内輪話が多いのではないか、制作にあたって考慮していることの説明を求められた。 

新型コロナウイルス流行により、イベント等が中止、施設等も休止・利用制限が続く中、新しい話題を届けるのが困難な

１年となった。 

生活様式の見直しや家にいる時間が長くなり、どうしても内向きの話題になってしまいがちだが、それでも地域の中

での生活や、周辺市町村が連携した広報企画を取り上げ「生活圏での過ごし方」を含め、清川村と言う地域の中でどのよ

うに過ごすかの提案ができればと考えている。改めて、コミュニティ放送の神髄を考えさせられ、どう伝えるべきか、ど

う前向きに過ごす提案ができるかを模索している。 

 

これを受け、他の審議委員より、新型コロナウイルスによりイベントがほとんど実施されなかったが、運営は大丈夫な

のかとの質問があった。 

今年度は、催事の全てが中止となり、これによる収入減の見込みについて説明を求められた。 

清川村主催（実行委員会方式含め）の、青龍祭、宮ヶ瀬ふるさとまつり等、イベントは全て中止となったが、元々 無料で

実施していたものなので、影響はないこと。宮ヶ瀬クリスマスは、イベント自体は中止となったものの、実行委員会より

著作権対応の依頼があったため、例年通りの収入を見込むことができ、そのほか、神奈川県の公報放送の依頼もあっ

た。 

今後、よりイベントの在り方が変わってくると思われるので、柔軟に対応し、必要とされるよう心掛けたい。 

また、新型コロナウイルス流行により、ラジオの需要が高まってきているように感じるので、より聴取者に寄り添った番

組制作に努めたい。 
 

第２議案 「放送法第６条第５号の報告」について 

 前回の審議会開催以降、訂正放送等に関し、報告する事項はなく、また、放送番組に関して申し出のあった苦情そ

の他の意見は、ありませんでした。 
 

 

５ 審議機関の答申または意見に対してとった措置の内容及びその年月日 

  （答申又は意見の内容及びその年月日を併せて記載すること。） 

 

 

６ 審議機関の答申または意見の概要の公表  

  公表年月日 令和 ３年 ４月１０日（予定） 
 

７ その他参考事項 

なし 

  
 

 

 

  


